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選
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い
わ
ゆる『
覇
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問
題
は 、
中
国
の
対
外
基
本
戦
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と
し
て
打
ち
出
さ
れ 、

『
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度
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経
て 、
い
ま
や

『
公
式
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『
対外
原
則』
と
して定着
して
い
る 。
と
の
た
め 、

中
国
が
と
の
問
題
を
簡
単
K
引
込
め
る
と
と
は
考
え
ら
れ
左
い 。
し
た
が
っ
て 、
日
本
の
取

hy
う
る
外
交
上
の
選
択
と
し
て
は 、
一
応
以
下
の
四
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る 。

①
中
国
側
の
要
求
を
全
面
的
K
受
け
入
れ 、
日
中
平
和
友
好
条
約
を
締
結
す
る 。

②
日
中
共
同
戸
明
の
第
七
項
を
二
つ
K
分
断
し 、
後
半
の
『
第
三
国
K
対
す
る
云
々
：・』

の
部
分
を
除
外
す
る 。

③
中
国
側
の
主
張
す
る
原
則
を
尊
重
す
る
が 、
『
覇
権』
と
い
う
表
現
を
変
え
る 。

④
中
一脳
の
提
案
を
全
面
的
K
拒
否
す
る
か 、
あ
る
い
は
『
務
権
条
項』
を
凍
結
す
る 。
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